
財務諸表に対する注記 

１.重要な会計方針 

(1)消費税等の会計処理は税込方式を採用している。 

 

２.特定資産の増減額及びその残高 

特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。             （単位：円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

特定資産     

みずほ銀行 10,047,535 0 0 10,047,535 

三菱 UFJ銀行 10,000,000 0 0 10,000,000 

合  計 20,047,535 0 0 20,047,535 

 

３.特定資産の財源等の内訳 

特定資産の財源等の内訳は次の通りである。                  （単位：円） 

科   目 当期末残高 
（うち指定正味財

産からの充当額） 

（うち一般正味財

産からの充当額） 

（うち負債に 

対する額） 

特定資産     

 みずほ銀行 10,047,535 （0） （10,047,535） （0） 

 三菱 UFJ銀行 10,000,000 （0） （10,000,000） （0） 

合  計 20,047,535 （0） （20,047,535） （0） 

 

４.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次の通りである。      （単位：円） 

補助金等の 

名称 

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上

の記載区分 

補助金       

助成金 ICD制度協議会 0 282,600 282,600 0 － 

合     計 0 282,600 282,600 0 
 

 

５.その他 

 学会誌は毎年 9月から 10月の間に発刊し、毎期末に費用計上をおこなっているが、今期はコロナ禍の

影響により発刊スケジュールに遅れが生じた。これにより、今期に費用計上を行う予定であった学会誌

刊行経費を翌期に計上するとともに、以降の費用を発刊された年度に計上することとする。 

 

附属明細書 

1. 特定資産の明細 

 特定資産について、財務諸表の注記 2.特定資産の増減額及びその残高に記載をしているため、記載

を省略する。 
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